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令和 5年 1月 15 日　第 160 号 2

月月月
定例会定例会定例会

第
6
回
議
会
定
例
会
は
、
12
月
6
日
か
ら
9
日
ま

で
の
4
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

諸
般
報
告
8
件
の
後
、令
和
4
年
度
補
正
予
算
（
一

般
会
計
ほ
か
2
件
）
を
含
む
町
長
提
案
9
件
と
議
員

発
議
1
件
を
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
8
人
の
議
員
が
町
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

11
月
2
日
開
催
の
臨
時
会
で
は
、
緊
急
性
の
高
い
予
算
と
し
て
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
対
策
事
業
や
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
対
策
緊
急

支
援
給
付
金
な
ど
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
権
限
に
よ
っ
て
議
決
前

に
執
行
し
た
専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、原
油
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
家
計
支
援
や
「
な

の
花
温
泉
田
田
」
の
燃
料
費
補
助
金
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
2
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

補
正
予
算

一
般
会
計

8
0
7
4
万
4
千
円
を
追

加
し
、
56
億
8
6
6
万
9
千

円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

◎
総
務
費

一
般
管
理
費
の
光
熱
水
費

に
2
9
0
万
円
増
額

問
公
共
施
設
全
般
に
お
い

て
光
熱
水
費
が
単
価
高
騰
に

よ
り
増
額
補
正
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
消
し
忘
れ
防
止
装
置

の
設
置
な
ど
、
節
電
や
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
対
策

を
講
じ
て
は
。

総
務
課
長
　
来
年
度
予
算
編

成
に
お
い
て
、
検
討
・
検
証

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

◎
農
林
水
産
業
費

農
地
費
に
2
2
3
万
円
を

増
額

問
農
業
水
利
施
設
原
油
価

格
高
騰
対
策
事
業
費
と
は
。

産
業
振
興
課
長
　
町
内
の
農

業
水
利
施
設
に
係
る
令
和
4

年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
電

気
料
金
の
高
騰
分
を
山
形
県

と
一
緒
に
補
助
し
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合
等
の
組
合

員
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の

で
す
。

◎
土
木
費

　除
雪
対
策
費
に
6
2
8
万

5
千
円
を
増
額

問
降
雪
前
の
実
車
に
よ
る

除
雪
路
線
の
点
検
作
業
に
よ

り
、
修
繕
料
の
軽
減
が
図
ら

れ
る
の
で
は
。

建
設
環
境
課
長
　
除
雪
作
業

の
安
全
確
保
・
事
故
防
止
対

策
の
事
前
検
証
は
重
要
と
捉

え
て
お
り
、
実
車
に
よ
る
事

専
決
処
分（
補
正
予
算
）

一
般
会
計

5
5
4
4
万
8
千
円
を
追

加
し
、
54
億
5
4
0
3
万
9

千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計

7
3
8
8
万
6
千
円
を
追

加
し
、
55
億
2
7
9
2
万
5

千
円
と
し
ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

◎
民
生
費

社
会
福
祉
総
務
費
の
低
所

得
世
帯
の
冬
の
生
活
応
援
事

業
助
成
金
と
し
て
1
5
0
万

円
計
上

問
1
5
0
万
円
の
内
訳
は
。

健
康
福
祉
課
長
1
世
帯
当

た
り
5
千
円
の
3
0
0
世
帯

分
を
見
込
み
計
上
し
ま
し
た
。

　
こ
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
、
1

世
帯
当
た
り
1
万
円
の
助
成

金
に
な
り
ま
す
。

◎
商
工
費

原
油
・
物
価
高
騰
家

計
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発

行
事
業
委
託
料
に

6
8
1
5
万
円
を
計
上

問
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券

の
使
用
期
間
と
交
付
金

額
の
内
訳
は
。

産
業
振
興
課
長
12
月

1
日
か
ら
来
年
の
2
月

28
日
ま
で
利
用
可
能
で

あ
り
、
一
人
当
た
り
月

額
1
5
0
0
円
の
6
カ

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の

家
計
対
策
予
算
を
議
決

月
分
の
9
千
円
を
ク
ー
ポ
ン

券
と
し
て
配
布
す
る
も
の
で
、

7
2
0
0
人
分
を
予
算
計
上

し
ま
し
た
。

コロナ禍コロナ禍のの家計家計とと

臨
時
会
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令和 5年 1月 15 日　第 160 号3

令和４年度「新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金」充当事業 （単位：千円）

予算の
時期 事業の概要 予算

総額

財源内訳
臨時

交付金
一般
財源 その他

当初予算

コンビニ等交付サービス導入業務委託料など 12,268 6,130 876 5,262 
大豆種子購入支援事業費補助金など 9,160 9,000 160 
トイレ洋式工事請負費（農村センター） 18,430 6,600 11,013 817 

「ふるさと、から応援品｣（県外在住の大学生支援策）など 420 400 20 
小売店業者振興支援事業委託料 75,482 22,490 16,011 36,981 
観光交流振興促進事業補助金（いろり火の里） 18,000 18,000 
感染症対策サーマルカメラ購入費など（小学校） 57,569 2,400 54,978 191 
遠隔授業用タブレット PC 購入費など（小学校） 23,432 10,000 13,432 
美術室へのエアコン設置工事費など（中学校） 28,512 5,200 23,213 99 
遠隔授業用タブレット PC 購入費など（中学校） 8,332 3,400 4,932 

6 月
補正予算

子育て世帯生活支援特別給付金 13,042 8,043 4,999 
学校給食費補助金（１回目） 2,248 2,248 

7 月
補正予算

地域交通事業者運行継続支援事業交付金（１回目） 630 630 
町民一人当たり 6,000 円の現金給付 46,025 29,381 16,644 
中小企業等事業支援金 20,200 10,200 10,000 

1１月
補正予算

地域交通事業者運行継続支援事業交付金（２回目） 630 630 
低所得世帯の冬の生活応援事業助成金 1,500 750 750 
町民一人当たり 9,000 円のクーポン券交付 68,150 28,748 39,402 
公衆浴場燃料価格高騰対策補助金（なの花温泉田田） 2,986 2,986 
学校給食費補助金（２回目） 552 552 

合計 407,568 167,788 180,681 59,099 
【財源内訳の解説】
①「臨時交付金」とは地方創生臨時交付金のことであり、国が示す使用目的に合せて活用できる財源です。
②「一般財源」とは町税など、自由に活用できる財源です。

賀
正

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
町
議
会
を
代
表

し
て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
議

会
に
対
し
格
別
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
と
共
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
ま
だ
ま
だ
収
ま

ら
ず
、
光
熱
費
の
上
昇
や

資
材
・
食
品
等
の
値
上
げ

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
新
年
度

か
ら
桜
木
地
区
の
住
宅
開

発
が
目
に
見
え
る
形
で
動

き
出
し
ま
す
。
町
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
要
素
の

多
い
事
業
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
実
り
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
祈
念
い
た

し
ま
す
。

議　長

佐藤　栄市

をを支援支援

前
確
認
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
消
防
費

常
備
消
防
費
に
1
9
2
2

万
1
千
円
を
増
額

問
常
備
消
防
事
務
委
託
料

を
増
額
補
正
し
た
根
拠
は
。

総
務
課
長
当
該
委
託
料
に

つ
い
て
は
、
鶴
岡
市
と
の
協

定
で
翌
年
度
精
算
方
式
を
取

り
決
め
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、

令
和
3
年
度
の
三
川
町
の
負

担
比
率
が
1
・
14
％
上
昇
し

た
こ
と
に
よ
り
追
加
補
正
す

る
も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計

1
6
9
万
9
千
円
を
追
加

し
、
1
億
7
6
5
9
万
9
千

円
と
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

36
万
9
千
円
を
追
加
し
、

4
億
6
8
3
万
1
千
円
と
し

ま
し
た
。

11
月
2
日
の
議
会
臨
時
会

の
前
に
、
専
決
処
分
予
算
や

補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、

事
前
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、
今
年
度
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
予
算
の
内
容
が
一
覧

表
（
左
表
）
で
示
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
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令和 5年 1月 15 日　第 160 号 4

条
例
改
正
等

「
印
鑑
条
例
等
の
一
部
改
正
」

（
提
案
理
由
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
の
た
め
に
、
コ
ン

ビ
ニ
で
印
鑑
登
録
証
明
書
と

住
民
票
の
写
し
を
交
付
す
る

と
共
に
、
令
和
5
年
3
月
1

日
か
ら
令
和
6
年
3
月
31
日

ま
で
の
間
の
手
数
料
を

2
0
0
円
に
す
る
。

（
主
な
質
疑
）

問
4
0
0
円
の
交
付
手
数

料
を
2
0
0
円
に
減
額
す
る

こ
と
に
対
す
る
国
か
ら
の
補

助
金
は
ど
れ
く
ら
い
補
填
さ

れ
る
の
か
。

　ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ

の
手
数
料
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

に
な
る
の
か
。

町
民
課
長
　
交
付
手
数
料
減

額
に
係
る
国
か
ら
の
補
助
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
係
る
1
件

当
た
り
の
手
数
料
が
1
1
7

円
で
あ
り
、
ほ
か
に
ク
ラ
ウ

ド
利
用
料
が
1
8
0
円
必
要

で
す
。

「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
」

（
提
案
理
由
）

　
山
形
県
人
事
委
員
会
勧
告

等
に
準
じ
て
、
一
般
職
及
び

特
別
職
の
職
員
の
給
与
を
改

定
す
る
と
共
に
、
管
理
職
手

当
の
支
給
を
定
率
か
ら
定
額

に
改
め
る
た
め
。

「
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
」

（
提
案
理
由
）

　
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に

よ
り
、
職
員
の
定
年
を
65
歳

ま
で
引
き
上
げ
る
と
共
に
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

制
度
を
新
設
す
る
た
め
。

「
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
」

（
提
案
理
由
）

　
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴

い
、
任
用
、
給
与
等
の
取
扱

い
に
つ
い
て
関
係
条
例
の
内

容
を
整
理
す
る
た
め
。

定年年齢の段階的な引き上げ期間と 65 歳までの暫定再任用期間の一覧表
・国家公務員法等改正法により、国家公務員の定年が段階的に引き上げられ 65 歳とされることを踏まえて、同様の内容で引き上げるもの。
・定年引上げにより「再任用制度」は廃止されますが、令和 13 年度までは「暫定再任用職員制度」が適用されます。

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10 年度

令和
11 年度

令和
12 年度

令和
13 年度

令和
14 年度

昭和 37 年生 60 歳定年 61 歳再任用 62 歳再任用 63 歳再任用 64 歳再任用 65 歳再任用

昭和 38 年生 59 歳 60 歳 61 歳定年 62 歳再任用 63 歳再任用 64 歳再任用 65 歳再任用

昭和 39 年生 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳定年 63 歳再任用 64 歳再任用 65 歳再任用

昭和 40 年生 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳定年 64 歳再任用 65 歳再任用

昭和 41 年生 56 歳 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳定年 65 歳再任用

昭和 42 年生 55 歳 56 歳 57 歳 58 歳 59 歳 60 歳 61 歳 62 歳 63 歳 64 歳 65 歳定年

月月月
定例会定例会定例会定年制延長定年制延長とと

3月1日からマイナンバーカードによる3月1日からマイナンバーカードによる
コンビニ交付がスタートコンビニ交付がスタート



令和 5年 1月 15 日　第 160 号5

「
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例
の
設
定
」

（
提
案
理
由
）

　
高
齢
期
職
員
の
多
様
な
働

き
方
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

事
件
案
件

事
件
案
件

「
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
に
つ
い
て
」

（
提
案
理
由
）

　
令
和
4
年
2
月
23
日
に
発

生
し
た
除
雪
作
業
中
の
事
故

に
つ
い
て
和
解
し
、
損
害
賠

償
額
を
決
定
し
た
い
た
め
。

　
損
害
賠
償
額
　
88
万
円

をを可決可決

議
員
発
議

議
員
発
議

「
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
」

（
提
案
理
由
）

　
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
総
務
文
教
及
び
産
業
建

設
厚
生
常
任
委
員
会
の
構
成

委
員
数
を
10
人
と
し
、
議
員

全
員
で
審
議
す
る
。

役職定年制の導入
　組織の新陳代謝を確保し、組織活力を維持するために、導入するもの

・ 管理監督職の職員で上限年齢（60 歳の誕生日）に達している者を、上限年齢に
達した日の翌日から最初の 4 月 1 日までの期間に管理監督職以外の職等に異動
させる。

・ 管理監督職から降任等された職員の場合は、その日以後、新たに管理監督職に就
けることはできない。

【この制度の特例】
　次のいずれかに該当する場合は、1 年単位で異動期間を延長し、引き続き管理監督
職を占めたまま勤務させることができる。

①特別なプロジェクトの継続など特別な事情がある場合
② 特殊な技能が必要な職務など特殊性によりそのポストの欠員補充が困難である場合
③ 職務の内容が相互に類似する複数の管理監督職で、職員の年齢構成その他のこれ

らの欠員を容易に補充することができない特別の事情があるものに属する管理監
督職を占める場合

定年前再任用短時間勤務制
　定年引上げにより 65 歳までフルタイムで勤務することを原則とする中、60 歳以
降の多様な働き方のニーズに対応するために、60 歳以後に退職した職員を短時間勤
務の職で再任用することができる制度。任期は、常勤職員の定年退職日に当たる日ま
で。

 ≪参考≫定年前再任用短時間勤務制と現行の再任用制度の比較

定年前再任用短時間勤務制 現行の再任用制度

職員の身分 非常勤職員 同　左

定員定数上の
取扱い 定員外 同　左

給　与 国家公務員の再任用職員の
給与に準じる 同　左

任　期 常勤職員の定年退職日に
当たる日まで 1年を超えない範囲内

高齢者部分休業制度
　加齢による諸事情への対応や地域ボランティア活動への従事など地域貢献等を想定
し、定年退職前に先行的に休業を取得することができる制度。

≪参考≫高齢者部分休業制度と定年前再任用短時間勤務制の比較

高齢者部分休業制度 定年前再任用短時間勤務制

職員の身分 期限の定めのない常勤職員 非常勤職員

定員定数上の
取扱い 定員内 定員外

給　与 勤務しない時間について、
減額して支給

国家公務員の再任用職員の
給与に準じる

その他 フルタイム勤務への復帰が可能 フルタイム勤務への復帰は不可
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町 政 を 問 う

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

12月6日と8日に8人の議員が以下の
項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

一般質問
とは…

（
6
~
14
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

砂
田　

茂
・
小
野
寺　

正
樹
）

一
般
質
問

一
般
質
問

12
月
定
例
会

砂田　茂 議員 （11ページ）
●高校生の医療費無料化を
●男性用トイレにも
○生活保護について
○高齢者の移動手段について

志田 德久 議員 （12ページ）
●学校の熱中症対策は
○地域社会について
○住民が安心して暮らせる環境について
●今冬の除雪対策は　○農業振興について

町野 昌弘 議員 （13ページ）
●Jアラートが鳴った時の行動は
●地域通貨「菜のCa」の成果は
○三川町出身者の人材活用は

鈴木 淳士 議員 （14ページ）
●町民憲章に掲げる理念の具現化について

鈴木 重行 議員 （9ページ）
●パルク赤川の活性化を
●高齢者の事故防止対策を
○こども施策について

小野寺 正樹 （10ページ）
●通園バス置き去り防止対策について
●遊具の拡張や安全対策について
○子育て支援センターの今後の動向について

小林 茂吉 （8ページ）
○新年度予算編成の方針について
●ボランティアセンターの「見える化」を
●青少年の育成は

佐久間 千佳 議員 （7ページ）
●地域の担い手対策は
●人の流れもパルク赤川に

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

佐
さ

久
く

間
ま

千
ち

佳
よし

  議員

「半官半XX」で担い手対策を
町長　現状では困難

いも煮会や外遊びでの利用が増えてきた

出典：「特定地域づくり事業協同組合制度リーフレット」
　　　（総務省）

問

人
口
減
少
社
会
に
お

い
て
、
地
方
の
担
い

手
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
自
治
体
独
自
の
積
極
的

な
施
策
に
よ
り
維
持
・
発
展

を
目
指
す
べ
き
で
す
。

　

一
昨
年
に
施
行
さ
れ
た

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推

進
法
」
で
は
、
同
法
で
認
定

さ
れ
た
組
合
に
お
い
て
「
半※
1

官
半X

」
職
員
と
し
て
、
役

場
職
員
で
あ
る
と
同
時
に
地

域
の
担
い
手
と
し
て
従
事
で

き
る
仕
組
み
︵
特

※
2

定
地
域
づ

く
り
事
業
︶が
あ
り
ま
す
が
、

担
い
手
対
策
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
。

町
長
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
を
行
う
事
業
協
同

組
合
に
対
す
る
財
政
的
、
制

度
的
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
理
解
し
ま
す
が
、
こ
の

仕
組
み
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
職
員
数
や
体
制

に
お
い
て
困
難
な
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
1
半
官
半X

と
は
︙
公
務
員
で

あ
り
な
が
ら
民
間
の
事
業
も

行
え
る
働
き
方

※
2
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
と
は
︙

人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
る
地

域
で
、
個
々
の
事
業
者
で
年
間

を
通
じ
た
仕
事
が
無
い
場
合
や
、

人
件
費
や
社
会
保
障
費
を
負
担

し
て
の
常
用
雇
用
が
で
き
な
い

場
合
に
、
地
域
全
体
で
複
数
の

事
業
者
を
組
み
合
わ
せ
て
、
年
間

を
通
じ
た
仕
事
を
創
出
し
よ
う

と
す
る
仕
組
み
。
季
節
ご
と
の

労
働
需
要
等
に
応
じ
て
複
数
の

事
業
者
の
事
業
に
従
事
す
る
、
い

わ
ゆ
る
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
に
係
る

労
働
派
遣
事
業
等
を
い
う
も
の
。

問

農
業
の
担
い
手
対
策

と
し
て
、
農
機
具
等

の
修
理
・
修
繕
に
支
援
し
、

高
額
な
修
理
を
理
由
と
し
た

離
農
を
防
ぐ
下
支
え
を
す
る

べ
き
で
は
。

町
長
老
朽
化
や
使
用
者
の

過
失
に
よ
る
故
障
、

破
損
の
修
繕
は
、
農
業
経
営

全
体
を
見
据
え
、
個
々
の
農

業
者
が
判
断
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

4
箇
所
あ
る
船
着
場

の
活
用
は
賑
わ
い
の

創
出
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
維
持
管
理
や
活

用
法
は
。

町
長
国
よ
り
青
山
、
天
神

堂
、
袖
東
、
猪
子
地

内
に
カ
ヌ
ー
や
船
が
発
着
で

き
る
低
水
護
岸
を
整
備
し
て

頂
き
、
協
定
で
町
が
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
辺
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
親
水
空
間
と
し
て
、
カ

ヌ
ー
の
愛
好
団
体
等
か
ら
自

由
に
利
用
し
て
も
ら
う
も
の

で
あ
り
、
将
来
的
に
は
町
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
交
流
人
口
の
増
加
に
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

整
備
や
管
理
は
建
設

環
境
課
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
運
営
や
活

用
に
つ
い
て
は
企
画
課
や
産

業
振
興
課
等
、
役
場
全
体
で

横
断
的
な
検
討
が
必
要
で
は
。

建
設
環

境
課
長
今
後
の
運
営
、
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
等
の
活

用
法
に
つ
い
て
、
役
場
全
体

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

人
の
流
れ
も
パ
ル
ク
赤
川
に

エックス
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一
般
質
問�

―
８
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

工作を楽しむクラブ員

つくしの会　福祉センター環境整備

小
こ

林
ばやし

　茂
しげ

吉
よし

  議員

ボランティアセンターの「見える化」を
町長　ボランティア拠点を設置する

問

共
に
支
え
合
う
地
域

社
会
づ
く
り
、
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ど
う
広

め
る
の
か
。
ま
た
、
活
動
す

る
人
達
が
気
軽
に
集
い
、
情

報
交
換
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

町
長  「
福
祉
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
も
と
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
な
ど

の
連
携
に
よ
り
、
各
種
団
体

が
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
令
和
５
年
度
に

は
、「
三
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
称
）」

を
設
置
し
、
そ
の
機
能
強
化

と
活
動
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

者
す
べ
て
の
保
険
掛

け
金
を
支
援
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
補
償
内
容
の

充
実
し
た
保
険
へ
の
切
り
替

え
は
。

健
康
福

祉
課
長 

保
険
料
の
拡
充
支
援

と
保
険
補
償
内
容
に

つ
い
て
は
調
査
し
、
検
討
し

ま
す
。

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
に
紹

介
・
相
談
機
能
と
活
動
支
援

が
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
と
社
会
ニ
ー

ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
役
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
は
。

健
康
福

祉
課
長 

業
務
と
し
て
、
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
指
導
・
助
言
を
し
て

い
き
ま
す
。

問

の
び
の
び
と
自
由
に

発
想
し
、
主
体
的
に

学
び
な
が
ら
楽
し
ん
で
活
動

し
て
い
る
三
川
少
年
少
女
発

明
ク
ラ
ブ
が
発
足
か
ら
30
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
創
造
力

豊
か
な
子
を
育
て
る
上
で

も
、
地
場
を
支
え
る
企
業
か

ら
の
好
意
に
よ
る
資
材
提
供

な
ど
町
ぐ
る
み
で
、
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
べ
き
で
は
。

教
育
長 

創
造
性
を
育
む
教
育

は
学
校
現
場
で
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
地
域
や
企
業
な
ど
と

の
連
携
も
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
町

全
体
の
取
り
組
み
に
し
て
い

け
る
か
検
討
し
ま
す
。

問

国
の
重
要
な
施
策

「
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
」
を

意
識
し
、「
青
少
年
の
創
造

力
を
育
む
ま
ち
宣
言
」
を
発

す
る
べ
き
で
は
。

町
長 

国
が
進
め
て
き
た
科

学
技
術
創
造
立
国
と

し
て
の
政
策
も
理
解
で
き
ま

す
の
で
、「
宣
言
」
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

青
少
年
の
育
成
は
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

安全安心な車社会へ

鈴
すず

木
き

重
しげ

行
ゆき

  議員

パルク赤川の活性化を
町長　情報発信に努める

グラウンドが拡張され
“賑わい ” に期待されるパルク赤川

問

パ
ル
ク
赤
川
の
整
備

が
進
み
、
憩
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
交
流
人
口

の
増
大
や
賑
わ
い
の
創
出
に

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
活
用
の

仕
方
は
。

町
長
本
年
度
の
通
路
及
び

駐
車
場
の
整
備
を

も
っ
て
国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
は
完
了
し
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
現
在
共
用
し

て
い
る
交
流
エ
リ
ア
や
親
水

広
場
に
加
え
て
、
養
生
中
の

ク
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
タ
ー

フ
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
供
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
多
面
的
に
活
用
し
て
も
ら

え
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
広

報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問

子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
利

用
す
る
場
所
と
な
る
た
め
防

犯
・
安
全
の
確
保
が
重
要
と

考
え
ま
す
が
対
策
は
。

町
長
施
設
を
安
全
に
安
心

し
て
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
徹
底

と
施
設
・
設
備
の
安
全
利
用

を
周
知
し
ま
す
。

問

本
年
5
月
よ
り
高
齢

者
の
免
許
更
新
制
度

が
一
部
変
更
さ
れ
、
運
転
技

能
検
査
や
サ
ポ
カ
ー
限
定
免

許
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
事

故
防
止
対
策
と
し
て
サ
ポ

カ
ー
購
入
へ
の
助
成
や
普
及

促
進
の
考
え
は
。

町
長
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
車
の
買
い
替
え
に

は
大
き
な
費
用
負
担
も
伴
う

こ
と
か
ら
、
容
易
に
限
定
免

許
へ
の
切
り
替
え
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
日
常

生
活
上
、
車
を
手
放
す
こ
と

は
難
し
い
こ
と
か
ら
当
面

は
、
高
齢
者
の
安
全
運
転
に

関
す
る
講
習
や
意
識
啓
発
に

努
め
ま
す
。

問

免
許
証
の
自
主
返
納

者
に
は
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
利
用
券
を
交
付
し
移

動
を
支
援
す
る
べ
き
で
は
。

町
長
本
町
で
は
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
に
よ
る
移

動
支
援
や
高
齢
者
通
院
等
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
、

ま
た
、
自
主
返
納
の
特
典
と

し
て
物
品
配
布
な
ど
独
自
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
総
合
的
に
検
討
し
ま

す
。

高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
を



10令和 5年 1月 15 日　第 160 号

一
般
質
問�

―
８
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

「わんぱく広場」で遊ぶ子どもたち

保育施設の入口にあるチェックパネル

通園バス置き去り防止対策は
町長　ガイドラインに沿って設置

問

県
内
の
通
園
バ
ス
に

安
全
装
置
を
設
置
す

る
見
通
し
に
つ
い
て
、
三
川

町
に
関
し
て
は
未
定
と
の
新

聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

保
護
者
か
ら
不
安
視
す
る
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
的
段
階
で
も
状
況
を

説
明
し
て
は
。

町
長 

通
園
バ
ス
の
安
全
装

置
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
年
内
に
公
表
さ
れ
る
予

定
の
「
置
き
去
り
防
止
を
支

援
す
る
安
全
装
置
の
使
用
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
て
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
現

在
も
行
っ
て
い
る
バ
ス
添
乗

員
に
よ
る
園
児
の
確
認
と
と

も
に
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
け
る
保
育
者
間
で
の
登
園

状
況
の
確
認
と
、
登
園
時
間

ま
で
の
欠
席
報
告
が
な
い
場

合
に
保
護
者
か
ら
確
認
を
実

施
し
、
休
園
す
る
園
児
の
情

報
共
有
を
徹
底
し
て
い
き
ま

す
。

遊
具
整
備
と
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
拡
充
を

問
「
い
ろ
り
火
の
里
」

に
あ
る
「
わ
ん
ぱ
く

広
場
」
に
は
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
遊
び
、
町
の
賑
わ
い

に
も
大
切
な
遊
具
で
す
が
、

今
後
の
施
設
整
備
と
安
全
管

理
対
策
は
。

町
長 

特
に
近
年
は
、
多
く

の
お
子
様
連
れ
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
遊

具
の
適
切
な
維
持
管
理
と
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
遊
具
の
安
全
管
理

に
つ
い
て
は
、
み
か
わ
振
興

公
社
職
員
の
日
常
点
検
と
、

専
門
業
者
に
よ
る
定
期
点
検

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
光
熱
費

な
ど
が
高
騰
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
今
後
も
無
料
で
開

放
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

児
童
発
達
障
が
い
者
の
受
け

入
れ
体
制
は
。

町
長 

今
後
も
無
料
で
運
営

し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

発
達
障
が
い
者
の
受
け
入

れ
に
関
し
て
は
、
今
後
と
も

保
護
者
や
運
営
主
体
で
あ
る

「
ア
ソ
ビ
バ
キ
ッ
ズ
み
か
わ
」

と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
そ

の
児
童
に
あ
っ
た
施
設
の
選

択
と
と
も
に
、
学
童
保
育
所

で
対
応
す
る
場
合
の
体
制
等

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。



令和 5年 1月 15 日　第 160 号11

一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

男性用トイレのサニタリーボックス

問

全
国
的
に
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
が
高

校
卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
山
形
県
で
も
８

割
の
自
治
体
に
広
が
っ
て
い

る
医
療
費
無
料
化
へ
の
考
え

は
。町

長
現
在
「
山
形
県
子
育

て
支
援
医
療
給
付
事

業
」
を
活
用
し
、
町
単
独
事

業
と
あ
わ
せ
て
中
学
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
の

ほ
か
、出
産
祝
い
金
の
支
給
、

あ
ん
し
ん
子
育
て
応
援
事

業
、
母
子
健
康
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
子
育
て
支
援
等

に
取
り
組
ん
で
い
て
、
高
校

生
の
医
療
費
無
料
化
の
実
施

に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
の
動

向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

昨
年
の
定
例
会
で
も

「
近
隣
市
町
の
動
向

と
均
衡
を
考
慮
し
て
検
討
し

た
い
」
と
し
て
い
ま
し
た
が

そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

町
長
山
形
県
町
村
会
で
も

国
や
県
に
要
望
し
て

き
ま
し
た
が
変
わ
ら
な
い
状

況
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
医

療
費
無
料
化
の
段
階
的
な
実

施
に
つ
い
て
は
、
前
と
は

違
っ
た
段
階
の
検
討
に
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

男
性
用
　
　
　

ト
イ
レ
に
も

問

加
齢
や
前
立
腺
が
ん

な
ど
の
後
遺
症
に
よ

り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
や
紙
お

む
つ
を
使
う
男
性
が
増
え
て

い
る
な
か
で
、
外
出
へ
の
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
不
安

高校生の医療費無料化を
町長　近隣市町の動向を注視

の
軽
減
を
図
る
う
え
で
も
男

性
用
の
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

必
要
と
考
え
ま
す
が
。

町
長
近
年
、
お
む
つ
や
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
用

す
る
人
が
増
え
公
共
施
設
の

ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
町
の
公
共
施
設
で

は
男
女
兼
用
の
身
障
者
用
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
や
ご
み
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
男
性
用
の
個
室
ト

イ
レ
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
公
共
施
設
の

男
子
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

一
般
の
利
用
者
が
普

通
の
ご
み
箱
だ
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
す
る
手
立

て
は
。

健
康
福

祉
課
長
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
の
表
示
と

あ
わ
せ
て
一
般
の
ご
み
を
捨

て
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
表

示
も
必
要
で
、
匂
い
、
衛
生

面
、
ボ
ッ
ク
ス
の
大
き
さ
な

ど
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。



12令和 5年 1月 15 日　第 160 号

一
般
質
問�

―
８
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

図書館でのリーディングバディ
（上級生による読み聞かせ）

早朝よりの除雪

学校の熱中症対策は
町長　空調設備を設置し対応

問

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

学
校
で
、
5
月
、
6

月
に
お
い
て
近
年
暑
さ
に
体

が
慣
れ
て
い
な
い
児
童
、
生

徒
の
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
ま

す
が
、
普
通
教
室
以
外
の
冷

房
設
備
対
策
、
ま
た
先
生
方

の
対
応
策
は
。

教
育
長 

熱
中
症
は
、
真
夏
の

猛
暑
と
な
る
時
期
に

限
ら
ず
、
暑
さ
に
体
が
慣
れ

て
い
な
い
5
月
か
ら
6
月
に

か
け
て
急
に
気
温
が
上
が
る

と
体
温
調
節
が
上
手
く
働
か

ず
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高

ま
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
令
和
元
年
度

に
各
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、

基
本
的
な
運
用
基
準
を
定

め
、
熱
中
症
対
策
を
し
て
い

ま
す
。

　

2
年
度
以
降
も
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
を
は
じ
め
、
使
用
頻

度
の
高
い
特
別
教
室
に
空
調

設
備
を
設
置
し
、
熱
中
症
対

策
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
に
お
い
て
も
、
熱

中
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
熱

中
症
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
こ
ま
め
な
水
分
補

給
や
体
調
管
理
に
注
意
を
促

す
な
ど
対
応
を
図
っ
て
い
ま

す
。問

各
小
・
中
学
校
の
他

の
施
設
に
も
冷
房
設

備
を
設
置
を
す
べ
き
で
は
。

教
育

課
長 

予
算
的
な
面
は
あ
り

ま
す
が
、
図
書
館
等

に
要
望
が
あ
る
の
で
順
次
、

設
置
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

問

昨
年
度
の
冬
期
間
豪

雪
を
踏
ま
え
て
、
今

冬
の
積
雪
対
策
は
。

建
設
環

境
課
長 

昨
シ
ー
ズ
ン
は
降
雪

に
加
え
て
、
季
節
風

の
影
響
に
よ
る
吹
き
溜
ま
り

が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
地

吹
雪
に
よ
る
県
道
等
の
通
行

不
能
も
例
年
に
な
く
多
く
発

生
し
ま
し
た
。

　

今
冬
の
除
雪
で
は
、
昨
年

度
の
作
業
に
お
け
る
反
省
を

反
映
さ
せ
、
昨
年
度
に
導
入

し
た
除
雪
車
運
行
管
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
随
時
、
除
雪

場
所
を
指
示
す
る
な
ど
、
的

確
な
除
雪
作
業
に
努
め
、
多

方
面
か
ら
の
情
報
を
基
に
し

た
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
、

通
勤
、
通
学
に
必
要
な
交
通

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問

朝
の
通
勤
、
通
学
時

に
除
雪
が
さ
れ
な
い

地
域
が
で
ま
す
が
そ
の
対
応

は
。

建
設
環

境
課
長 

朝
3
時
半
に
は
除
雪

作
業
を
開
始
し
て
い

ま
す
が
、
天
候
に
よ
っ
て
は

途
中
で
積
雪
量
が
多
く
な
っ

た
時
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路

を
優
先
し
て
い
ま
す
が
、
生

活
道
路
も
時
間
内
に
除
雪
作

業
が
終
了
す
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

今
冬
の
除
雪
対
策
は



令和 5年 1月 15 日　第 160 号13

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

Ｊアラート避難訓練（東郷小学校）

Ｊアラートが鳴った時の行動は
町長　地面に伏せて頭部を守る

問

11
月
3
日
に
北
朝
鮮

か
ら
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴

り
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
ど

う
避
難
す
れ
ば
良
い
の
か
。

町
長 

屋
外
に
い
る
場
合
は

近
く
に
あ
る
建
物
の

中
や
地
下
に
避
難
し
、
建
物

が
な
い
場
合
は
、
物
陰
に
身

を
隠
し
た
り
、
地
面
に
伏
せ

て
頭
部
を
守
る
行
動
を
と
っ

て
も
ら
う
事
が
基
本
に
な
り

ま
す
。

問

地
下
と
な
る
と
三
川

バ
イ
パ
ス
に
あ
る
成

田
新
田
地
下
道
を
思
い
つ
き

ま
す
が
、
有
事
の
際
、
利
用

で
き
る
対
策
は
。

町
長 

こ
の
地
下
道
は「
シ
ェ

ル
タ
ー
」
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
頑

丈
な
構
築
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
時
に
は
、
周
辺
の

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一

時
的
に
避
難
す
る
場
所
と
想

定
し
て
い
ま
す
。

問

今
回
の
よ
う
な
場
合

を
想
定
し
、
三
川
町

国
民
保
護
計
画
で
は
「
教
育

委
員
会
は
児
童
生
徒
の
安
全

の
確
保
の
た
め
安
全
教
育
を

行
う
」と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

対
応
は
。

教
育

課
長 

教
育
委
員
会
で
も
一

般
の
対
応
と
同
じ
避

難
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
た
こ
と
を

受
け
て
学
校
で
も
チ
ラ
シ
を

配
布
し
た
り
生
徒
へ
の
指
導

も
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
県
か
ら
は
避
難
訓
練

も
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
学
校

と
調
整
を
行
い
、
教
員
と
も

共
通
理
解
を
図
っ
て
対
応
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

町
まち

野
の

　昌
まさ

弘
ひろ

  議員

問

昨
年
に
続
き
今
年
も

地
域
通
貨
「
菜
の

Ca
」
を
発
行
し
ま
し
た
が
、

今
年
の
成
果
は
。

町
長 

店
舗
の
中
に
は
、
す

ぐ
に
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
の
配
布
が
完
了
し
町
内
で

買
い
物
さ
れ
る
方
々
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
ま

た
、
実
施
店
舗
か
ら
は
、
来

店
者
数
や
客
単
価
の
増
加
が

あ
っ
た
と
の
報
告
も
さ
れ
て

お
り
、
地
域
経
済
の
振
興
に

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

町
民
か
ら
「
分
か
り

に
く
い
」、「
複
雑
だ
」

と
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
。

産
業
振

興
課
長  「
分
か
り
に
く
い
」

と
の
指
摘
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
商
工
業
者
と
消
費
者
と

双
方
に
使
い
や
す
く
分
か
り

や
す
い
形
に
な
る
よ
う
出
羽

商
工
会
三
川
支
所
と
情
報
を

と
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
通
貨
「
菜
の
Ca
」
の
成
果
は



14令和 5年 1月 15 日　第 160 号

一
般
質
問

―
８
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

老朽化著しい町営アパート

支障木伐採補助金制度の新設を
町長 所有者責任が民法に規定されている

問
「
川
も
緑
も
き
れ
い

な
町
」
に
す
る
た
め

に
、
樹
木
の
伐
採
に
対
す
る

補
助
金
制
度
を
新
設
し
て
は
。

町
長
樹
木
管
理
は
所
有
者

に
責
任
が
あ
る
と
民

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も

補
助
金
制
度
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
」
の
一
部
を
基

金
造
成
し
、
そ
れ
を
活
用
し

て
全
国
的
に
例
の
な
い
支
障

木
伐
採
補
助
金
制
度
を
新
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
自
立

の
町
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

町
長
支
障
木
の
伐
採
を
行

政
が
誘
導
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
寄
付
者
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
る
の
か
疑
問
に

感
じ
ま
す
。

問
「
き
ま
り
を
守
り
、

心
の
ふ
れ
あ
う
明
る

い
町
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

り
ま
す
が
、
町
当
局
と
所
有

者
の
間
で
寄
附
受
入
を
前
提

に
協
議
し
て
き
た
経
過
等
か

ら
民
法
の
信
義
則
に
抵
触
す

る
可
能
性
も
あ
る
中
で
、
正

式
に
町
の
空
家
等
対
策
協
議

会
で
寄
附
受
入
を
決
定
し
た

事
案
で
あ
り
な
が
ら
、
急
遽

寄
附
受
入
を
取
り
止
め
に
し

た
判
断
に
は
、
ど
の
よ
う
な

法
的
配
慮
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長
宅
地
分
譲
し
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
寄
附

受
入
の
前
提
条
件
と
し
て
空

家
等
対
策
協
議
会
で
決
議
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

予
算
が
否
決
さ
れ
た
た
め
、

寄
附
受
入
で
き
な
い
旨
を
通

知
し
ま
し
た
。

鈴
すず

木
き

淳
じゅんし

士  議員

問
「
た
が
い
に
助
け
合

い
、
し
あ
わ
せ
な
住

み
よ
い
町
」
と
し
て
、
桜
木

地
区
︵
テ
オ
ト
ル
の
北
側
︶

に
高
齢
者
と
子
育
て
世
帯
向

け
町
営
住
宅
を
整
備
し
て
は
。

町
長
町
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
度
ま

で
は
現
状
維
持
と
い
う
計
画

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
併
せ

て
、
公
共
施
設
等
を
新
設
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
「
教
養
を
高
め
、
文

化
の
薫
る
の
び
ゆ
く

町
」
と
し
て
の
「
協
働
」
本

旨
で
あ
る
町
民
と
行
政
が
一

緒
に
力
を
合
わ
せ
て
提
言
や

発
案
を
具
現
化
す
る
た
め

に
、
町
主
導
に
よ
る
「
子
ど

も
議
会
」
を
開
催
し
、“
三

川
町
”
に
関
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
方
策
を
展
開
し
て

み
て
は
。

教
育

課
長
遊
佐
町
の
「
少
年
議

会
」
な
ど
全
国
的
な

事
例
も
あ
り
、町
議
会
と
小・

中
学
生
と
の
懇
談
会
の
発
展

的
な
事
業
と
し
て
考
え
ら
れ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
は
新
設
し
な
い
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農業支援策について農業支援策について

政策提言について意見交換政策提言について意見交換

農 政 懇 談 会

町内会長との懇談会

11
月
７
日
、
今
年
度
議
会
か
ら
町
へ
提
出
す
る
政

策
提
言
「
部
活
動
の
地
域
移
行
」
と
「
共
助
の
ま
ち

づ
く
り
の
拡
充
」
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
産

業
経
済
部
農
業
振
興
課
長
、

土
門
敦
彦
氏
を
講
師
に
「
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
対

す
る
農
業
者
向
け
支
援
策
」

に
つ
い
て
、
三
川
町
農
業
団

体
と
三
川
町
議
会
議
員
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
、
生
産
資
材
等

高
等
緊
急
対
策
資
金
の
中
身

や
、
肥
料
価
格
高
騰
対
策
、

︵
町
内
会
長
か
ら
の
意
見
︶

・
地
方
は
大
都
市
の
よ
う
に

受
け
皿
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
や
指
導
者
が
足
り

て
い
な
い
。

・
平
日
の
部
活
動
は
学
校
で
、

休
日
は
地
域
で
と
な
る
と

子
ど
も
た
ち
が
混
乱
す
る

の
で
は
。

・
地
域
の
捉
え
方
を
庄
内
南

部
と
し
て
広
く
見
て
い
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

中
学
校
に
あ
る
部
活
以
外

の
選
択
も
で
き
る
。

・
共
助
も
町
内
会
ご
と
課
題

が
あ
り
助
け
合
い
の
精
神

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
。

・
買
い
物
支
援
に
は
車
の
保

険
制
度
が
必
要
で
は
。

・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
制

度
化
し
て
は
。

・
隣
組
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
共
助
に
つ
な
が
る
。

施
設
園
芸
用
燃
油
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業
な
ど
の
説
明

を
聞
き
、
後
半
の
意
見
交
換

会
で
は
、
参
加
者
か
ら
は
、

施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
対
象
品
目
や
、
二
次
募

集
の
予
定
、
肥
料
価
格
高
騰

対
策
の
化
学
肥
料
低
減
計
画

書
「
土
壌
診
断
に
よ
る
施
肥

設
計
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

政
策
提
言
内
容
に
つ
い

て
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

砂
田　

茂
・
小
野
寺　

正
樹
）

11
月
28
日
に
農
業
団
体
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
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押
切
小
　
六
年

伊
藤  

優ゆ
う

花か

さ
ん

　
東
郷
小
　
六
年

渡
邊  

陽は
る

真ま

さ
ん

明るい町に明るい町に

学校で頑張っている事

 三 川 町 を こ ん な 町 に

・ 押切小では、「はい」に小さな「っ」を
つけ、「はいっ」という返事をすることを
心がけています。

・ たてわり班のきずなを深める活動で全校
がより仲良くなるようにしています。

・ 子ども同志で友達の良い所やがんばって
いる所を見つけ、メッセージをかき、掲
示しています。

・ 週 2 回昇降口で、あいさつ運動に取り
組んでいます。

・ 空き缶やペットボトル回収をして、発展
途上国の子どもたちのワクチンを購入す
るためのお金にしています。

・ 「思い描く学校を共に創り上げる子ども」
を目標にいろいろな場面で自分たちで主
体的に活動することを目指しています。

東郷小学校 押切小学校

12月20日12月20日

小学生との小学生との
議場懇談会議場懇談会

●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
１
番
に
考

え
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
三
川
町
は
、
事
故
や
事
件
は

な
い
け
れ
ど
、
こ
の
安
全
を
保
ち
続

け
て
よ
り
安
全
な
町
へ
と
進
化
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
人
も
子
供
も
安
心
し
て
楽
し
く

す
ご
せ
る
町
に
し
た
い
。

●
公
園
の
ご
み
を
拾
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
は
町
民
が
全
員
協
力
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
に
も
せ
っ
き
ょ
く
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

●
車
イ
ス
の
人
や
、
障
が
い
者
も
い

る
の
で
、
建
物
や
道
を
整
備
し
て
、

助
け
合
い
の
で
き
る
町
に
し
た
い
。

●
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
り
し
た

ら
、
助
け
た
り
、
協
力
し
て
、
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
町

に
し
た
い
。

●
最
近
、
歩
行
者
の
た
め
に
横
断
歩

道
で
止
ま
っ
て
く
れ
る
車
が
増
え

て
い
る
。
横
断
歩
道
が
薄
く
な
っ

て
い
る
も
の
は
濃
く
塗
る
な
ど
す

る
と
目
立
つ
。

●
余
目
加
茂
線
で
新
し
く
で
き
た
道

路
が
広
く
な
っ
て
歩
き
や
す
い
。

両
田
川
橋
も
広
く
な
る
と
通
り
や

す
く
な
る
。

12
月
20
日
、
各
小
学
校
の
児
童
が
役
場
を

訪
れ
、
議
場
に
て
学
校
で
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
や
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て
議
員
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
三
川
町
の
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
を
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
継
続
し

て
後
輩
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
学
校
で
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
か
を
知
る
機
会
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。
緊
張
し
て
自
分
か

ら
質
問
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次

こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的

に
手
を
挙
げ
て
発
表
し
た
い
で
す
。

　

初
め
て
の
議
場
懇
談
会
で
、
は
じ

め
は
少
し
緊
張
し
た
け
ど
、
始
ま
っ

て
か
ら
は
自
分
た
ち
で
考
え
た
感
想

を
言
う
た
め
に
手
を
挙
げ
た
り
、
他

の
学
校
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
三
川
町
の
議
員
さ
ん
に

「
こ
ん
な
三
川
町
に
し
た
い
」
と
い

う
要
望
を
伝
え
る
貴
重
な
時
間
に

な
っ
た
し
、
中
学
校
で
会
う
他
の
学

校
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
意
見
交
流
す

る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

懇
談
会
を
終
え
て

（
16
~
17
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

鈴
木　

重
行
）
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横
山
小
　
六
年

小
野
寺  

瑛え
い

大た

さ
ん

安心して暮らせる安心して暮らせる

学校で頑張っている事

 三 川 町 を こ ん な 町 に

副
議
長　

町
野　

昌
弘

　

各
小
学
校
で
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に

共
感
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
は

人
と
人
が
繋
が
る
入
り
口
で
、

集
団
行
動
の
基
礎
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

災
害
対
策
・
米
を
使
っ
た
賑
わ

い
づ
く
り
・
町
民
が
お
互
い
助

け
合
う
等
、
小
学
生
ら
し
い
率

直
な
意
見
を
聞
い
て
頼
も
し
く

思
い
ま
し
た
。

・ あいさつ運動…登下校時は職員室にあい
さつに行ったり、来客者へのあいさつを
意識的に行ったりしています。

・ 縦割り班活動…異学年交流を通して、仲
良くなれるようにしています。

・ ボランティア活動…空き缶集め、募金活
動（南三陸町への義援金）

・ これらを通して、「みんなで協力し合える、
すごしやすい学校」を目指しています。

横山小学校

議
員
の
感
想

●
大
き
な
川
の
そ
ば
な
の
で
、
洪
水

な
ど
の
災
害
が
心
配
。

●
米
や
田
ん
ぼ
な
ど
特
産
品
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
い
と
思
う
。

●
農
作
物
で
も
お
し
ゃ
れ
な
店
に
す

れ
ば
若
い
人
の
利
用
者
が
増
え
る
。

●
米
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
す
る
。

（
店
で
置
い
て
も
ら
え
る
特
徴
的

な
お
に
ぎ
り
な
ど
）

●
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
危
険
に

強
い
町
に
し
た
い
。

●
赤
川
が
近
い
の
で
、
氾
濫
や
家
屋

の
倒
壊
な
ど
大
規
模
な
被
害
が
出

な
い
よ
う
に
対
策
し
て
ほ
し
い
。

●
犯
罪
が
少
な
い
と
思
う
の
で
、
安

全
な
町
が
続
い
て
ほ
し
い
。

●
に
ぎ
や
か
で
活
気
の
あ
る
、
豊
か

に
暮
ら
せ
る
町
に
し
た
い
。

●
子
供
が
遊
べ
る
場
所
が
ほ
し
い
。

●
今
あ
る
田
舎
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
を
長

所
に
し
た
商
品
を
作
っ
た
り
、
観

光
を
宣
伝
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

●
河
川
敷
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
―
ル
の

で
き
る
コ
ー
ト
や
リ
ン
グ
を
設
置

し
て
ほ
し
い
。

　

議
場
懇
談
会
で
は
、
議
員
が
使
う

本
物
の
会
場
で
、
議
員
の
方
々
を
前

に
発
言
す
る
の
は
大
変
な
緊
張
感
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
横
山
小
で
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
や
三
川
町
の
未
来

に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
東
郷
小
・
押
切
小

の
6
年
生
の
皆
さ
ん
と
の
対
談
で
他

校
も
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

僕
も
残
り
３
か
月
、
横
山
小
を
引
っ

張
れ
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
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12月15日総務文教・産業建設厚生の両常任委員会が１年間検討し、

町町のの将来将来をを照照らすらす
政策提言について…政策提言について…本町議会は、町が抱える課題を精査するため、閉会中の事務調査、先本町議会は、町が抱える課題を精査するため、閉会中の事務調査、先
進地の研修、そして各種団体等の懇談会により、現状の分析と課題認識を共有し、意見集約進地の研修、そして各種団体等の懇談会により、現状の分析と課題認識を共有し、意見集約
しながら対応策を検討してきました。しながら対応策を検討してきました。
　この結果、三川町議会の総意として、「令和４年度議会提言書」を取りまとめ、行政執行　この結果、三川町議会の総意として、「令和４年度議会提言書」を取りまとめ、行政執行
機関等に対し、政策や施策を提言するものです。機関等に対し、政策や施策を提言するものです。

～ 課  題 ～
　令和５年度より、学校の働き方改革・教員の負担軽減を目的に、「部活動の地域移行」
が進められるが、受け皿とされる団体（組織）、指導者が整っていない。
　また、民間に委託した場合は、会費や謝礼、施設の利用料など費用負担の増加が懸念
される。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　生徒が希望する部活動が継続できるよう、受け皿となる組織の構築、指導者の育成・
確保に取り組むべきである。
　今後、生徒数の減少や指導者の人材不足により地域間の格差が懸念されることから、
庄内南部定住自立圏共生ビジョンのなかで俎

そじょう

上に載せ、周辺自治体と連携を図り共同で
の体制づくりを検討するべきである。

部活動の地域移行について部活動の地域移行について

田川地区総体で初優勝した三川中野球部（令和４年）…地域の指導者の方々へ心より感謝田川地区総体で初優勝した三川中野球部（令和４年）…地域の指導者の方々へ心より感謝

（
18
〜
19
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
）
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として町長へ手渡しました。

提言をを提出提出

～ 課  題 ～
　助け合いのモデル事業では、協力者の減少や運営役員
のなり手不足、事業に関する相互理解不足や、買い物支
援などでの車両使用時に関する保険制度加入、雪かき支
援の協力者不足などが課題である。
　また、今後の高齢化社会を支える共助の取り組みが各
集落へ拡大していないことが課題である。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　協力者の減少や役員のなり手不足対策として、親子で
楽しみながら参加できる体制づくりや学生ボランティア
の支援協力体制の構築、知識や認識の維持向上のための
定期的な研修を行うべきである。
　また、共助の輪を広げ安心して協力できる取り組みと
して、ボランティア保険等への加入支援や町で所有して
いる除雪機の貸出し、雪かき支援を条件とした除雪機導
入への助成などによる住民主体型の助け合い体制の構築
を図ることで各集落への拡大に繋げるべきである。

～ 課  題 ～
　生産資材価格が高騰する中、農家の再生産確保に向け、
コスト上昇分の農産物への価格転嫁が課題となるが、需
要が落ち込む農産物に対しての価格転嫁は容易ではなく、
離農者の増加が危惧される。
　食料生産の安定化と、多様な担い手の維持、確保に向
け、持続可能な農業経営への支援が喫緊の課題である。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　地域の文化・風土・環境の保全を下支えしている農業は、
「食」の「恵み」だけでなく、その地域の人々への潤いを
も供与する重要な産業である。
　資材高騰、販売価格の低下において、実態に即した下
支えを迅速に行うとともに、経営戦略指導を行政・農業
団体が連携し、多様な担い手の維持、確保に尽力すべき
である。基幹産業の農業を守るとき基幹産業の農業を守るとき

お互い様の精神で助け合いをお互い様の精神で助け合いを
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編
集
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昨
年
の
漢
字
一
文
字

は
「
戦
」
で
し
た
。

日
本
で
は
「
平
成
」

の
時
代
は
戦
争
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
平
和

の
継
続
を
願
う
と
と
も

に
、
世
界
で
起
き
て
い

る
戦
争
の
終
結
を
望
む

も
の
で
す
。

今
な
お
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は

続
い
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
様
に
対
応
で
き
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
う
さ
ぎ
」

年
で
す
。
長
い
耳
で
情

報
を
捉
え
て
、
議
会
活

動
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
意

見
を
拝
聴
し
な
が
ら
町

民
に
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

志
田

　徳
久

　
三
川
書
道
会
は
昭
和
40
年

代
、
前
会
長
上
野
元
芳
先
生

の
提
言
で
、
三
川
町
公
民
館

の
新
し
い
事
業
活
動
の
中
に

書
道
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
と
な
り
、
15
人
程

度
の
希
望
者
に
よ
っ
て
発
足

さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
時
代
も
昭
和
か
ら
平
成
、

令
和
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ゆ

く
中
、
書
道
の
学
び
は
何
も

変
わ
る
こ
と
な
く
中
国
四
千

年
の
世
界
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
紀
元
前
二
二
五
五
年
頃
、

縄
を
結
ん
だ
も
の
で
記
号
の

よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
の
が

文
字
の
始
ま
り
で
す
。
最
古

の
漢
字
と
い
わ
れ
る
亀き

っ
こ
う甲
獣じ

ゅ
う

骨こ
つ

文も
ん

が
紀
元
前
二
二
〇
年
頃

に
作
ら
れ
、
そ
の
後
、
石せ

っ
こ鼓

文も
ん

、
刻こ

く
せ
き石
、
木も

っ

簡か
ん
を
経
て
、

紀
元
前
8
年
頃
現
在
の
漢
字
、

隷れ
い

書し
ょ

文も

じ字
や
草
書
文
字
、
楷

書
文
字
、
千
字
文
が
出
来
上

が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
三
川
書
道
会
は
、
東
京
に

本
部
を
置
き
全
国
に
会
員
数

約
五
千
人
を
抱
え
る
書
道
研

究
機
関
「
書
声
会
」
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
毎
月
発
行
さ

れ
る
会
報
（
書
声
）
に
は
、

書
声
会
の
設
立
者
で
あ
る
鈴

木
桐
華
先
生
の
お
手
本
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
川
書

道
会
は
、
鈴
木
先
生
の
お
手

本
を
も
と
に
、
月
2
回
の
活

（
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ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
志
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德
久
）

動
日
を
設
け
、
書
道
に
励
ん

で
い
ま
す
。
自
宅
で
も
毎
月

1
0
0
枚
程
度
臨
書
し
、
そ

の
中
か
ら
2
枚
本
部
に
送
り
、

審
査
に
よ
り
段
や
級
が
認
定

さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
書
道
と
は
習
字

と
違
い
字
を
通
し
自
己
表
現

で
き
、
美
し
さ
を
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
書
に
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
三
川
書
道
会

副
会
長
　
佐
藤
　
月
秀

三川町議会の個人情報の保護に
関する条例（案）に対する意見募集

　改正個人情報保護法（令和5年4月1日施行）
において、議会が保有する個人情報の適正な取
扱いを目的とした新たな条例を制定するため、
町民の皆さまから広く意見を募集します。
○募集期間　1月20日㈮～2月17日㈮
○条例案の閲覧場所　役場（議会事務局）
　※町のホームページでも閲覧できます。
○ 提出方法　提出用の用紙に必要事項を記入

の上、提出先にお持ちいただくか、郵送、ファ
ックス、メールのいずれかにより提出してくだ
さい。

○ 注意事項　電話や来庁による口頭での意見
等はお受けできません。寄せられた意見は後
日公表します。（公表する際に個人情報は公開
しません）。

○意見の提出・問合せ先　役場議会事務局
　電話 35-7039　FAX 66-3309
　メール
gikai@town.mikawa.yamagata.jp


